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「国立民族学博物館友の会」は「みんぱく（国立民族学博物館）」の活動を
支援し、博物館を楽しく、積極的に活用するためにつくられました。
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コレクション展示

朝枝利男の見たガラパゴス
―1930年代の博物学調査と展示
期間：1月16日（木）～3月24日（火）
会場：本館 企画展示場の一部

　写真家、画家、博物館の学芸員として米国で活躍を
した朝枝利男は、1930 年代に探検隊の一員としてガラ
パゴス諸島（南米エクアドル）に足を踏み入れました。
　本展示では、1987 年にみんぱくに寄贈された、朝枝
利男の写真、スケッチ等資料のなかから、ガラパゴスに
おける探検に焦点を当てて紹介します。

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
し
い
年
、
二
〇
二
〇
年
に
は
、
八
月
か
ら

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ

れ
ま
す
が
、
そ
れ
に
先
立
ち
、
四
月
に
は
、
北

海
道
・
白
老
に
ア
イ
ヌ
文
化
復
興
・
創
造
の
拠

点
と
し
て
、
国
立
ア
イ
ヌ
民
族
博
物
館
と
民
族

共
生
公
園
か
ら
構
成
さ
れ
る
「
ウ
ポ
ポ
イ
（
民

族
共
生
象
徴
空
間
）」
が
開
設
さ
れ
ま
す
。
じ

つ
は
、
過
去
約
五
〇
年
間
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

開
催
と
そ
の
国
の
先
住
民
族
を
め
ぐ
る
動
き
は
、

密
接
に
結
び
つい
て
き
ま
し
た
。

民
博
で
も
、
こ
の
動
き
と
連
携
す
る
か
た
ち

で
、
三
月
一
九
日
（
木
）
か
ら
六
月
二
日
（
火
）

に
か
け
て
、
ア
イ
ヌ
の
人
び
と
を
含
め
世
界
の
先

住
民
族
の「
宝
」に
焦
点
を
当
て
た
特
別
展
「
先

住
民
の
宝
」
を
開
催
し
ま
す
。

九
月
か
ら
一
二
月
に
か
け
て
は
、特
別
展
「“
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
〟
―
『
未
開
の
知
』

に
触
れ
る
」（
仮
称
）
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
視
覚
偏
重
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
あ
り

方
を
再
考
し
、「
障
害
」
を
あ
た
り
ま
え
と
す

る
価
値
観
・
世
界
観
を
博
物
館
を
通
じ
て
実
現

し
よ
う
と
い
う
意
欲
的
な
取
り
組
み
で
す
。

さ
ら
に
、
年
度
の
末
、
来
年
三
月
に
は
、
電

子
ガ
イ
ド
と
ビ
デ
オ
テ
ー
ク
が
連
動
し
、
サ
イ

バ
ー
空
間
と
も
つ
な
が
っ
た
次
世
代
の
展
示
情
報

提
供
シ
ス
テ
ム
も
、
本
格
導
入
が
始
ま
り
ま
す
。

誰
も
が
誇
り
を
も
っ
て
生
き
る
こ
と
が
で
き
、

誰
と
も
と
つ
な
が
り
あ
っ
て
生
き
る
こ
と
の
で
き

る
空
間
と
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
民
博
の
館

員
は
皆
、
日
々
の
活
動
に
専
心
し
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
開
か
れ
た
博
物
館
づ
く
り
に
精

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

友
の
会
の
皆
さ
ま
の
引
き
続
き
の
ご
支
援
を

心
よ
り
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
し
い
年
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て

実
り
多
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
、

お
祈
り
し
て
お
り
ま
す
。

国
立
民
族
学
博
物
館
長  

𠮷
田
憲
司

本年も国立民族学博物館と国立民族学博物館友の会を
よろしくお願いいたします。
本年は、70 年大阪万博から50 年の節目にあたるとともに、梅棹忠夫 国立民族学博物館初代館長の生誕百年をむかえる年となりました。
当財団では、世界各地で顕在化する異文化への不寛容やさまざまな環境問題等にむきあい、未来に切りひらくべく文化人類学・民族学の
普及ならびにその研究拠点である国立民族学博物館の活動支援に一層つとめてまいります。引き続き変わらぬご支援をお願い申しあげます。

『季刊民族学』171号
「朝枝利男の見たガラパゴス」
※1月下旬発行予定。
特集は「先住民のいま」です。

第497回友の会講演会
「博物学者 朝枝利男の生涯を追う」

日時：2月1日（土）13:30～14:40
会場：本館 第5セミナー室　
※講演会の詳細は3ページをご覧ください。

友の会でも関連する企画を
予定しています！

館長より新年のご挨拶

𠮷
田
館
長
が
第
5
0
0
回
み
ん
ぱ
く
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に

登
場
し
ま
す
！

文
明
の
転
換
点
に
お
け
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

―
み
ん
ぱ
く
の
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら

講
師
：
𠮷
田 
憲
司
（
民
博
館
長
）

日
時
：
2
月
15
日
（
土
）
13
時
30
分
～
15
時

会
場
：
本
館
2
階 
講
堂

ガラパゴスでパイプをふかす朝枝利男（フロレアナ島
ブラックビーチ、1932年）。国立民族学博物館蔵

   

まもなく開幕！
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東
京
講
演
会 

実
施
報
告

■
第
1
2
7
回
■
9
月
14
日（
土
）

会
場：国
立
音
楽
大
学
7
号
館
2
階
多
目
的
室

	

国
立
音
楽
大
学
楽
器
学
資
料
館

世
界
の
楽
器
を
探
る

福
岡 

正
太
（
民
博
准
教
授
）

　
比
較
音
楽
学
は
、
世
界
の
音
楽
を

体
系
的
に
研
究
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
一
九
世
紀
末
に
始
ま
り
ま
し

た
。
そ
の
重
要
な
部
分
を
占
め
た
の

は
楽
器
の
研
究
で
す
。
欧
米
諸
国
が

世
界
各
地
へ
と
勢
力
を
広
げ
る
な
か
、

世
界
中
の
楽
器
が
欧
米
の
博
物
館
に

集
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
研
究
者
た

ち
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

を
前
提
と
し
た
管
・
弦
・
打
と
い
う

三
分
類
法
で
は
、
こ
れ
ら
の
楽
器
を

体
系
的
に
分
類
で
き
な
い
こ
と
に
気

が
つ
き
ま
す
。
そ
し
て
、
何
が
振
動

し
て
音
を
発
す
る
の
か
に
注
目
し
て
、

体
鳴
楽
器
、
膜
鳴
楽
器
、
弦
鳴
楽
器
、

気
鳴
楽
器
と
い
う
四
分
類
法
を
考
案

し
ま
し
た
。

　
二
〇
世
紀
前
半
の
比
較
音
楽
学
者

た
ち
は
、
世
界
各
地
で
丹
念
に
楽
器

を
調
査
し
、
記
録
し
て
い
き
ま
し
た
。

そ
れ
ら
の
成
果
は
、
世
界
の
楽
器
の

系
統
を
明
ら
か
に
す
る
研
究
な
ど
も

生
み
出
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
二
〇

世
紀
の
半
ば
以
降
、
比
較
音
楽
学
は

民
族
音
楽
学
と
名
前
を
変
え
、
文
化

人
類
学
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
、
特

定
の
社
会
や
文
化
に
お
け
る
音
楽
を

深
く
研
究
す
る
方
向
に
シ
フ
ト
し
て

い
き
ま
す
。
フ
ィ
ー
ル
ド
で
の
調
査
研

究
に
重
点
を
置
く
よ
う
に
な
り
、
博

物
館
に
収
集
さ
れ
た
楽
器
を
丹
念
に

計
測
し
て
記
録
し
、
分
析
す
る
よ
う

な
研
究
は
あ
ま
り
お
こ
な
わ
れ
な
く

な
り
ま
す
。「
楽
器
博
物
館
は
霊
廟
だ
。

そ
こ
で
は
楽
器
学
者
は
葬
儀
屋
と
し

て
働
き
、
楽
器
の
死
体
を
保
存
し
展

示
す
る
た
め
の
準
備
を
し
て
い
る
」

と
ま
で
言
う
研
究
者
も
現
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
文
化
遺
産
の
継
承
へ
の
関

心
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
今
日
、
博
物

館
が
も
つ
楽
器
を
再
発
見
し
、
文
化

の
継
承
や
創
造
に
生
か
し
て
い
こ
う

と
す
る
動
き
も
盛
ん
に
な
っ
て
い
ま
す
。

棒ツィター（ラオス）。同種の楽器はインドから東南アジア
各地に広まった。

参
加
者
の
感
想

小
学
生
の
頃
、『
怪
談
』
を
繰
り
返
し
読
ん
だ

時
期
が
あ
り
ま
し
た
。
以
来
、
小
泉
八
雲
は
私

の
心
に
し
っ
か
り
と
根
を
下
ろ
し
て
い
ま
す
。
今

回
、
八
雲
の
曾
孫
の
小
泉
凡
氏
の
案
内
と
い
う

願
っ
て
も
な
い
機
会
に
迷
わ
ず
参
加
し
ま
し
た
。

　
『
怪
談
』
が
生
ま
れ
た
の
は
、
八
雲
が
子
ど
も

の
頃
か
ら
昔
話
に
親
し
ん
だ
か
ら
と
納
得
で
き

た
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
八
雲
の
血
を
ひ
く

人
を
前
に
し
て
、
物
語
が
生
ま
れ
、
引
き
継
が

れ
て
い
く
時
の
流
れ
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
、

深
い
満
足
感
を
覚
え
ま
し
た
。
旅
も
終
わ
り
に

近
く
な
っ
て
、
子
ど
も
の
頃
、
な
ぜ
あ
ん
な
に

も
繰
り
返
し
『
怪
談
』
を
読
ん
だ
の
だ
ろ
う
か

と
い
う
疑
問
が
頭
を
も
た
げ
ま
し
た
。
繰
り
返

し
『
怪
談
』
を
読
む
こ
と
で
、
こ
の
旅
を
き
っ

か
け
に
知
っ
た
「
稲
生
物
怪
録
」
の
主
人
公
の

平
太
郎
の
よ
う
に
、
日
々
妖
怪
に
出
会
っ
て
い

た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
な
く
し
た
パ
ズ
ル
の

ピ
ー
ス
を
見
つ
け
た
よ
う
な
、
何
か
に
導
か
れ

た
よ
う
な
不
思
議
な
旅
で
し
た
。

（
土
屋
佳
英
子
さ
ん
）

八雲の作品「飴を買う女」に登場する母親の幽霊の墓がのこる大雄寺。

【報告】第 82 回体験セミナー

もののけ怪道をゆく
—稲生物怪録と小泉八雲を歩く
講師：植田 千佳穂（三次市学芸アドバイザー）、小泉 凡（小泉八雲記念館館長）
　　　山中 由里子（民博教授）
期間：2019年10月13日（日）～14日（月・祝）

三次町の氏神、太歳神社。『三次実録物語』では「稲生物怪録」
の主人公 平太郎はこの神社から比熊山に登ったという。

　みんぱくの特別展「驚異と怪異―想像界の生きものたち」の開催に併せて、怪
異譚「稲

いのうもののけろく

生物怪録」の舞台となった広島県三次市と『怪談』の作者 小泉八雲（ラフ
カディオ・ハーン）が不思議な話を蒐集した島根県松江市を訪問しました。物語に登
場する実在の地を歩きながら「怪異」が生まれる地理・環境的背景とともに、それ
を見出してきた人びとの心の働き（自然観や宗教的思想との結びつき、霊的な存在に真理
を見出す心）についても考えることのできた旅でした。また、湯本豪一記念日本妖怪
博物館（三次もののけミュージアム）、小泉八雲記念館の訪問を通して、妖怪や怪異譚
が地域資源として生かされる状況を知る機会にも恵まれました。

行程
13日（稲生物怪録の舞台を歩く／広島県三次市）　   湯本豪一記念日本妖怪博物館→妙栄寺→稲生武太夫碑→太歳神社

14日（小泉八雲の物語世界を歩く／島根県松江市）　 小泉八雲記念館→城山稲荷神社→月照寺→大雄寺→八重垣神社→小泉八雲朗読の調べ（希望者のみ）
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ぼくのみんぱく日記
画・中川洋典

友
の
会
講
演
会 

告
知

東
京
講
演
会    

募
集

【
会
場
】
本
館
2
階 

第
５
セ
ミ
ナ
ー
室  

※
定
員 

96
名
、
当
日
先
着
順  

会
員
：
無
料
（
会
員
証
提
示
）、
一
般
：
5
0
0
円

■
第
4
9
6
回
■

中
国
に
生
き
る

ム
ス
リ
ム
た
ち

講
師：
奈
良 

雅
史（
民
博
准
教
授
） 

日
時：	

1
月
11
日（
土
）13
時
30
分
～
14
時
40
分

■
第
4
9
7
回
■

【
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
示「
朝
枝
利
男
の
見
た
ガ
ラ
パ
ゴ
ス

―
１
９
３
０
年
代
の
博
物
学
調
査
と
展
示
」関
連
】

博
物
学
者

朝
枝
利
男
の
生
涯
を
追
う

講
師：
丹
羽 

典
生（
民
博
准
教
授
） 

日
時：	

2
月
1
日（
土
）13
時
30
分
～
14
時
40
分

■
第
4
9
8
回
■

災
害
を
伝
え
る

講
師：
林 

勲
男（
民
博
教
授
）

日
時：	

3
月
7
日（
土
）13
時
30
分
～
14
時
40
分

　
中
国
に
は
約
二
〇
〇
〇
万
人
の
ム
ス
リ
ム
が

暮
ら
し
て
お
り
、
そ
の
約
半
数
を
回
族
と
よ

ば
れ
る
人
び
と
が
占
め
て
い
ま
す
。
彼
ら
は
お

も
に
唐
代
か
ら
元
代
に
か
け
て
中
国
に
や
っ
て

き
た
外
来
ム
ス
リ
ム
と
イ
ス
ラ
ー
ム
に
改
宗
し

た
漢
人
と
の
通
婚
を
通
し
て
形
成
さ
れ
た
民

族
集
団
と
さ
れ
て
お
り
、
中
国
全
土
で
漢
人

と
隣
り
合
い
な
が
ら
暮
ら
し
て
き
ま
し
た
。
本

講
演
で
は
、
回
族
の
歴
史
と
文
化
に
つ
い
て
紹

介
し
た
う
え
で
、
宗
教
教
育
を
事
例
に
彼
ら

が
中
国
共
産
党
政
権
下
で
い
か
に
イ
ス
ラ
ー

ム
信
仰
を
続
け
て
い
る
の
か
を
考
え
ま
す
。

※
講
演
会
終
了
後
、
講
師
を
囲
ん
で
懇
談
会
を
お
こ
な

い
ま
す
（
40
分
）。

　
戦
前
の
博
物
学
者 

朝
枝
利
男
の
生
涯
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
の
調
査
か
ら
わ
か
っ
て
き
た
こ
と
を
紹
介

し
ま
す
。
日
本
に
お
け
る
修
行
時
代
の
姿
か
ら
ア

メ
リ
カ
へ
の
留
学
、
そ
し
て
探
検
隊
と
し
て
の
活
躍

な
ど
、
朝
枝
本
人
が
残
し
た
多
く
の
文
章
、
写
真

や
絵
画
を
整
理
し
な
が
ら
考
え
て
い
き
ま
す
。
彼

は
裏
方
的
な
仕
事
を
し
て
い
た
た
め
忘
れ
ら
れ
が

ち
で
あ
る
も
の
の
、
幅
広
い
人
脈
の
な
か
に
い
た
こ

と
、
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
か
ら
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
ま
で
貴
重
な

資
料
を
生
み
出
し
て
き
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

※
講
演
会
終
了
後
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
示
の
見
学
会
を
お
こ

な
い
ま
す
（
40
分
／
要
会
員
証
も
し
く
は
展
示
観
覧
券
）。

　
二
〇
二
〇
年
一
月
一
七
日
で
、
阪
神
・
淡
路

大
震
災
か
ら
二
五
年
と
な
り
ま
す
。
こ
の
間

だ
け
で
も
、
国
内
外
で
多
く
の
災
害
が
発
生

し
、
そ
の
た
び
に
体
験
や
教
訓
を
伝
え
て
い

く
こ
と
の
大
切
さ
が
叫
ば
れ
て
き
ま
し
た
。
一

月
末
に
神
戸
で
開
催
さ
れ
る
「
世
界
災
害
語

り
継
ぎ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
お
話
を
ま
じ
え
な
が

ら
、「
災
害
を
伝
え
る
」
こ
と
に
つ
い
て
、
そ

の
さ
ま
ざ
ま
な
試
み
や
課
題
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。

※
講
演
会
終
了
後
、
講
師
を
囲
ん
で
懇
談
会
を
お
こ
な

い
ま
す
（
40
分
）。

　
二
〇
一
九
年
は
国
際
先
住
民
言
語
年
で
し
た
が
、
日
本
で
は
ほ

と
ん
ど
話
題
に
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
世
界
で
は
数
千
も
の
言
語

が
話
さ
れ
て
お
り
、
何
億
人
も
話
す
も
の
も
、
数
人
し
か
話
さ
な

い
も
の
も
あ
り
ま
す
。
近
年
、
消
滅
の
危
機
に
瀕
し
た
言
語
に
つ

い
て
の
意
識
が
、
少
な
く
と
も
一
定
数
の
研
究
者
間
で
は
高
ま
っ

て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ク
シ
ョ
ン
が
起
こ
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

本
講
演
で
は
、
実
際
に
危
機
言
語
も
調
査
し
て
い
る
講
師
と
と
も

に
、
改
め
て
危
機
言
語
と
い
う
も
の
を
考
え
ま
す
。

※
講
演
会
終
了
後
、
講
師
を
囲
ん
で
懇
談
会
を
お
こ
な
い
ま
す
（
40
分
）。

※
要
事
前
申
込
／
会
員
：
無
料
、
一
般
：
5
0
0
円

イベントスケジュール
■コレクション展示「朝枝利男の見たガラパ
ゴス―1930 年代の博物館学調査と展示」
　1/16（木）〜 3/24（火）
　※年末年始休館日
　2019/12/28（土）〜 1/4（土）

●友の会講演会
　1/11（土）奈良雅史　2/1（土）丹羽典生
●みんぱくゼミナール
　1/18（土）宇田川妙子　2/15（土）𠮷田憲司
●みんぱくウィークエンド・サロン
　1/12（日）卯田宗平　1/19（日）藤本透子
　2/16（日）山本泰則　2/23（日）園田直子
●その他の催し

1/11（土）、1/12（日）
みんぱくワークショップ ｢飛び出す獅子舞 
福ぬりえ―つくって かざって 厄ばらい！｣
1/19（日）
みんぱくワークショップ 「ハンティの文様
の世界―フェルトのコースターづくり」
2/11（火・祝）
みんぱく映画会「廻り神楽」

【館外での開催】
［大阪］
● 1/11（土）1/25（土）2/8（土）2/22（土）

みんぱく映画会／みんぱく映像民族誌シ
アター（淀川文化創造館）

● 2/28（金）公開講演会（オーバルホール）
［東京］
● 1/25（土）東京講演会　吉岡乾

◆都合によりスケジュールが変更になる場合があります。
◆イベントの参加には必ず会員証をご持参ください。

■
第
1
2
8
回
東
京
講
演
会
■

消
滅
の
危
機
に
瀕
し
た
言
語

講
師：吉
岡 

乾（
民
博
准
教
授
）

日
時：1
月
25
日（
土
）13
時
30
分
～
14
時
40
分

会
場：モ
ン
ベ
ル
御
徒
町
店
4
F
サ
ロ
ン（
定
員：60
名
）

https://w
w

w.senri-f.or.jp/128tokyo/

○
ハ
ガ
キ
、F
A
X
、受
付
フ
ォ
ー
ム
に
て
事
務
局
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
実
施
１
週
間
前
を
目
安
に
参
加
証
を
お
送
り
し
ま
す
。

●
受
付
フ
ォ
ー
ム

・1/18（土）	 雑学☆発表会「エリザベス１世について」
・2/15（土）	 ぶらぶら民族学「大山崎と明智光秀」説明会

会員による会員のための学習機会
みんぱく友の会雑学サロン

問い合わせ先：田和、谷北、山本（実行委員）
zatsugakusalon@gmail.com

申込不要
会場にて友の会会員証、フ
リーパスをご提示ください。

日時：第 3土曜日 15：30 ～ 16：30
場所：本館 2階第 7セミナー室

2
0
2
0
世
界
語
り
継
ぎ
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
詳
細
は
こ
ち
ら

http
s://tell-net.jp

/forum
2020/jp

/
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お問い合わせ、お申し込みはこちら

国立民族学博物館友の会
一般財団法人 千里文化財団

〒565-8511  大阪府吹田市千里万博公園10-1（国立民族学博物館3階）
電話 ： 06-6877-8893（平日9：00〜17：00）
FAX ：06-6878-3716
e-mail ：minpakutomo@senri-f.or.jp
https://www.senri-f.or.jp/minpaku_associates/

友の会はいつでも、どなたでもご入会いただけます。

■
第
4
9
4
回
■
11
月
2
日（
土
）

マ
ウ
シ
ム
を
生
き
る
人
び
と
の
歴
史

―
一
九
世
紀
ペ
ル
シ
ア
湾
の
生
業
、交
易
、移
動

　
鈴
木 

英
明
（
民
博
助
教
）

友
の
会
講
演
会 

実
施
報
告

■
第
4
9
3
回
■
10
月
22
日（
火
・
祝
）

【
特
別
展「
驚
異
と
怪
異
―
想
像
界
の
生
き
も
の
た
ち
」関
連
】

対
談 
幻
獣
！
―
そ
こ
に〝
在
る
〟不
思
議
な
生
き
も
の

　
湯
本 

豪
一
（
妖
怪
・
幻
獣
研
究
者
）

　
山
中 

由
里
子
（
民
博
教
授
）

　
こ
の
講
演
会
で
は
、
ペ
ル
シ
ア
湾

岸
地
域
を
対
象
に
、
石
油
資
源
の
開

発
以
前
の
時
代
、
一
九
世
紀
を
中
心

に
、
二
〇
世
紀
前
半
ま
で
を
視
野
に

入
れ
て
、
特
に
季
節
風
と
の
か
か
わ

り
の
な
か
で
人
び
と
が
ど
の
よ
う
に

暮
ら
し
、
そ
れ
が
こ
の
地
域
の
外
の

世
界
と
ど
の
よ
う
に
し
て
つ
な
が
っ

て
い
た
の
か
を
お
話
し
し
ま
し
た
。

　
マ
ウ
シ
ム
と
い
う
の
は
、
季
節
風

モ
ン
ス
ー
ン
の
語
源
に
当
た
る
ア
ラ

ビ
ア
語
で
、
季
節
と
か
祝
祭
を
意
味

し
ま
す
。
ペ
ル
シ
ア
湾
岸
の
場
合
の

マ
ウ
シ
ム
、
す
な
わ
ち
季
節
は
、
風

向
き
に
よ
っ
て
人
び
と
に
感
知
さ
れ

ま
す
。
風
の
向
き
が
変
わ
る
こ
と

は
、
人
び
と
に
移
動
の
時
期
が
来
た

こ
と
を
意
識
さ
せ
、
そ
の
移
動
に
は

出
会
い
や
別
れ
、
再
会
が
連
な
り

ま
す
。
こ
れ
は
遊
牧
民
や
船
乗
り
た

ち
ば
か
り
で
な
く
、
定
住
民
に
つ
い

て
も
い
え
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
季
節
風
に
影
響

さ
れ
る
移
動
は
こ
の
地
域
の
主
要
産

業
で
あ
っ
た
デ
ー
ツ
の
収
穫
や
真
珠

の
採
集
と
も
密
接
に
結
び
つ
い
た
も

の
で
し
た
。
そ
れ
ら
の
最
盛
期
は
ほ

ぼ
同
時
に
発
生
し
、
そ
れ
は
ま
た
商

業
活
動
の
停
滞
期
に
も
あ
た
る
た
め
、

港
町
は
ほ
と
ん
ど
無
人
の
地
と
化
し
、

他
方
、
通
常
は
人
も
ま
ば
ら
な
デ
ー

ツ
農
園
や
真
珠
の
漁
場
は
大
変
な
人

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
季

節
風
の
リ
ズ
ム
と
合
わ
さ
っ
た
人
び

と
の
暮
ら
し
の
営
み
と
し
て
収
穫
さ

れ
た
デ
ー
ツ
が
、
た
と
え
ば
、
そ
の

後
、
や
は
り
季
節
風
を
使
っ
て
イ
ン

ド
洋
を
出
帆
し
た
北
米
船
に
乗
っ
て
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
人
び
と
に
と
っ
て

感
謝
祭
の
風
物
詩
に
な
っ
て
い
っ
た

の
で
す
。

クウェイトのスークにあるデーツ専門店（2019年8月）。

年末年始休館・休業のお知らせ

【国立民族学博物館】
　2019年12月28日（土）～2020年1月4日（土）
　※国立民族学博物館は1月5日（日）から開館いたします。

【友の会事務局】
　2019年12月28日（土）～2020年1月5日（日）
　※第496回友の会講演会は1月11日（土）に開催いたします。

国立民族学博物館と友の会事務局は下記の期間、休館・休業いたします。

2020 年もみなさまのご来館をお待ち申しあげております。

　
特
別
展
で
紹
介
さ
れ
て
い
た
「
湯
本
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
」
の
収
集
者
、
湯
本
豪
一
先
生
を
お
招

き
し
、
特
別
展
実
行
委
員
長
の
山
中
由
里
子
先

生
と
対
談
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
展
示
場
内

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
ス
ペ
ー
ス
で
は
、
幻
獣
の
ミ
イ

ラ
や
骨
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
湯
本
先
生
が
資
料
を
集
め
、
妖
怪
に
特
化
し

た
「
湯
本
豪
一
記
念
日
本
妖
怪
博
物
館
（
三
次

も
の
の
け
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）」
を
設
立
す
る
ま
で

に
至
っ
た
の
は
、
収
集
す
る
こ
と
の
必
要
性
を

長
年
意
識
し
続
け
て
き
た
た
め
だ
と
い
い
ま
す
。

妖
怪
研
究
の
分
野
は
明
治
時
代
か
ら
あ
り
ま
し

た
が
、
資
料
の
収
集
は
重
要
視
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
散
逸
を
防
ぎ
、
そ
の
解
明
を
後
世

に
引
き
継
ぐ
た
め
に
も
、
収
集
す
る
こ
と
が
必

要
だ
と
考
え
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

　
一
方
、
江
戸
時
代
を
中
心
に
、
信
仰
の
対
象

や
薬
と
し
て
利
用
さ
れ
た
幻
獣
は
、
寺
社
な

ど
に
「
集
め
ら
れ
る
」
も
の
で
も
あ
り
ま
し
た
。

見
世
物
に
も
利
用
さ
れ
、
幕
末
か
ら
明
治
に
か

け
て
は
海
外
に
輸
出
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
と

い
い
ま
す
。
い
ま
で
は
日
本
に
は
な
い
幻
獣
資

料
も
あ
り
、
海
外
の
博
物
館
が
収
蔵
す
る
資
料

も
視
野
に
入
れ
た
研
究
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
幻
獣
は
、
そ
の
存
在
の
物
的
証
拠
と
し
て
、

ミ
イ
ラ
や
体
の
一
部
が
捏
造
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
オ
ニ
を
例
に
あ
げ
る
と
首
や
腕
が

多
い
の
で
す
が
、
こ
れ
は
酒
呑
童
子
や
茨
木
童

子
と
い
っ
た
、
誰
も
が
知
っ
て
い
る
話
の
影
響

が
考
え
ら
れ
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
近
代
的
合

理
主
義
に
よ
っ
て
、
科
学
的
に
証
明
で
き
な
い

幻
獣
た
ち
が
否
定
さ
れ
て
し
ま
う
以
前
に
は
、

災
い
を
未
然
に
知
ら
せ
る
予
言
獣
の
存
在
も
信

じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
幻
獣
に
、
そ
の
存
在
を

信
じ
た
人
び
と
の
社
会
や
文
化
、
歴
史
的
な
背

景
を
さ
ぐ
る
こ
と
が
湯
本
先
生
の
研
究
の
根
幹

に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
最
後
に
、
妖
怪
、
幻
獣
、
お
化
け
の
類
を
一

括
り
に
せ
ず
、
世
界
と
の
比
較
の
な
か
で
、
い

る
か
も

4

4

し
れ
な
い
も
の
の
存
在
を
と
り
上
げ
た

今
回
の
特
別
展
を
湯
本
先
生
に
評
価
し
て
い
た

だ
き
対
談
を
終
了
し
ま
し
た
。（
文
・
事
務
局
）

湯本先生と山中先生の対談の様子。


